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問 3. 
瞳孔は交感神経からの刺激により大きくなり、 
副交感神経からの刺激により小さくなる。（40 文字） 

 
 
 
問 4. (1) 

桿体細胞中のロドプシンを失わせる（分解する）ため 

 
 (2) ｆ 

 
問 5． 

 暗い場所でよく機能する桿体細胞は網膜の（黄斑の）周辺部に密度のピークがあるた

め、対象を注視せずに視線をそらすことで弱い光もとらえやすくなるから。（67 字） 

うす暗い場所ではたらき、明暗を区別する桿体細胞が網膜の（黄斑の）周辺部に分布

するため、弱い光もとらえやすくなるから。（53 字） 

網膜の（黄斑の）周辺部に暗い場所ではたらく桿体細胞があるため、弱い光をとら

えやすくなるから。（41 字） 
 
 
 
 
 
 

受験 
番号 

 

得点 
 

1 

問 1. ア. 
適刺激 

イ. 
角膜 

ウ. 黄斑 
（中心窩でも可） 

       
 エ. 盲斑 オ. 錐体細胞 カ.  桿体細胞 

       
 キ. オプシン 

ク. レチナール ケ.     暗順応 

       

問 2.  ｄ  










